
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012 年 6 月 23 日 

バングラデシュと手をつなぐ会 

初代代表である大木松子さんが 

永眠されました。 

バングラデシュと私達をつないで 

くれた大木さんを偲び、今回は 

特別追悼号とさせていただきます。 



milon 

現現現現    地地地地    でででで    のののの    活活活活    動動動動    

国国国国    内内内内    でででで    のののの    活活活活    動動動動    

    

    

    

 

 

 

 

 

バングラデシュと手をつなぐ会では、現地ＮＧＯ「ションダニ･ションスタ」に毎年活動資金を提供し、 

相互のパートナーシップのもとに現地活動を支援しています。 

現地で「ションダニ・ションスタ」は、主に次のような活動をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ジャパニジャパニジャパニジャパニ小学校小学校小学校小学校のののの建設建設建設建設とその後の運営支援～“みんなのための教育”を！ 

② 貧しくて学校へ行けない子どものために奨学金制度奨学金制度奨学金制度奨学金制度の実施 

③ 就学に必要な費用を得るための支援として仔牛仔牛仔牛仔牛のののの奨学金奨学金奨学金奨学金プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトの実施 

④ ションダニ・スクールションダニ・スクールションダニ・スクールションダニ・スクール（（（（小小小小・・・・中中中中・・・・高校高校高校高校））））のののの建設建設建設建設・・・・運営運営運営運営～“質のよい教育”を！ 

教教教教    育育育育    

 

① 妊婦健診や出産、産後のフォロー、一般診療を行うションダニションダニションダニションダニ病院病院病院病院のののの建設建設建設建設・・・・運営運営運営運営 

② カラムディ村の近隣の村々にソーシャルワーカーが赴き巡回健診巡回健診巡回健診巡回健診 

③ カラムディ村から遠い村にも拠点を置き定期的に出張診療（サテライト･クリニックサテライト･クリニックサテライト･クリニックサテライト･クリニック） 

④ 医療設備医療設備医療設備医療設備のののの充実充実充実充実、緊急患者対応のための救急車救急車救急車救急車のののの配備配備配備配備 

 

保健医療保健医療保健医療保健医療    

 

① 生活に必要な収入が得られるよう支援する肉牛貸肉牛貸肉牛貸肉牛貸しししし出出出出しプロジェクトしプロジェクトしプロジェクトしプロジェクト 

② 村の女性を対象に、足踏みミシンの職業訓練職業訓練職業訓練職業訓練 

生活向上生活向上生活向上生活向上    

① 総会総会総会総会（毎年５月）、理事会理事会理事会理事会（毎月２回）、事務局事務局事務局事務局による活動方針の決定や運営 

② 会報誌会報誌会報誌会報誌『『『『ミロンミロンミロンミロン』』』』を年４回発行 

③ 現地訪問現地訪問現地訪問現地訪問・スタディツアー・スタディツアー・スタディツアー・スタディツアーの実施、報告会開催、報告書作成 

④ 学習会学習会学習会学習会、バングラバングラバングラバングラ料理教室料理教室料理教室料理教室、チャリティコンサートチャリティコンサートチャリティコンサートチャリティコンサート、チャリティバザーチャリティバザーチャリティバザーチャリティバザーの開催 

⑤ 出張講師出張講師出張講師出張講師や各種イベントでのブースブースブースブース出展出展出展出展などにより、活動紹介などを行う 

◆◆◆◆    アジアのアジアのアジアのアジアの子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの未来未来未来未来のためにのためにのためにのために    ◆◆◆◆    

皆様方のご理解とご協力、いつもありがとうございます。 

バングラデシュとバングラデシュとバングラデシュとバングラデシュと手手手手をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐ会会会会    

バングラデシュ西部のメヘルプール県・カラムディ村やその周辺地域で、 

現地の村人による開発のための委員会「ションダニ・ションスタ」と協力して 

《教育》 《保健医療》 《生活向上》 の分野で協力活動を行っています。 

 

これら現地の活動は、関心を寄せてくださる多くの方々のご理解とご協力によって支えられています。 

そのような支援の輪をより広げるため、国内では次のような活動を行っています。 
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初代代表初代代表初代代表初代代表    大木松子大木松子大木松子大木松子さんのこさんのこさんのこさんのことととと     代表 二ﾉ坂 保喜

 

今年の現地訪問から 9 月 4 日に帰国して、早くも 1 か月が過ぎました。14 名の現地訪問団は体

調をほとんど壊すことなく、元気で帰ってきました。(戻ってから疲れが出た人たちもいましたが

…) 報告はまた改めて。 

 

今回のミロンでは大木松子さんのこ

とをお話したいと思います。大木松子さ

んは、バングラデシュと手をつなぐ会の

創立者であり、初代代表です。 

 

1992 年現地訪問のときの写真です。

朝日新聞に大きく取り上げられました。 

その頃は、このようなぬかるみがあち

こちにあり、裸足でないと歩けないとこ

ろもたくさんありました 

 

さて、大木さんの業績を少し振り返ってみます。 

1987 年に、バングラデシュに小学校を作る会を設立、募金活動で小学校ができると現地にも出

かけて、交流を深める活動を開始しました。1989 年「バングラデシュと手をつなぐ会」へ発展。

初代代表となりました。 

以後毎年現地に出かけて、村人や子どもたちと交流を続けてきました。私も 92 年から一緒に参

加していました。2001 年が最後だったと思いますが、加齢と病気のために彼女は現地訪問に参加

できなくなりました。家族の介護、その後老人ホームで過ごし、最後は息子夫婦の家で、静かに

息を引き取りました。今年 6 月 23 日 84 歳でした。 

 

毎年現地に出かけていた大木さん。「おきさん、おきさん」と村人や子どもたちに慕われていま

した。今年訪問すると、ションダニのメンバー、村人、子どもたちがみんな最初に口にするのは、

大木さんへのお悔やみの言葉でした。 

彼らの言葉から・・・ 

●今年は村人がたくさん集まってくれた。大木さんが亡くなったことを聞いたから。彼女への愛

情の表われだ。大木さんは 1987 年に初めて村にきた。2001 年が最後の訪問となった。同じ時期

に村の発展に寄与した(ションダニの初代会長の)イディリスさんも亡くなった。保護者がいなくな

った私たちだが、彼らが残した足跡をたどって、活動を続ける責務がある。(事務局長ザフォル氏) 

 

●今日は村人がたくさん、暑い中を来てくれてありがたい。・・・20 数年前はバモンディ(近くの

町)でバスを下りて、水牛の車や馬車や歩いて村まで来た。その後はバイクだった。・・・大木さ

んが『この村が自分の第 2 のふるさと』といった言葉を心に刻んでいる。これからもずっと、記

憶にとどめておきたい。(ションダニ副代表ハシェム氏) 

 

●1989 年ジャパニ小学校が完成した。そのときのカラムディ中学校でのミーティングで大木さん

が『これからもこの村と付き合いたい』と言った。その後(ションダニの)活動がひろがって、あち

こちでションダニの話を聞くと、感動する。大木さんは、カラムディ村は第 2 のふるさとだ、と

言ってくれた。(ションダニ病院の土地を提供してくれた村の長老。アブドゥル・ルシド氏) 
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●大木さんは家族の一員でした。一緒に食事をしたり、泊まってくれたり、子どもたちと遊んで

くれました。主人(イディリス氏)と大木さん、二人はいない。でも二人の活動を受け継いだ人たち

がここにいる。活動を発展させてくれることを期待します。」(ションダニの初代会長イディリス

氏(故人)の奥さん) 

 

●自分はションダニの誕生のときから関わり、政府 NGO 局の認可を得るときの仕事を担ってき

た。日本に行ったこともある。大木さんが来たときもお世話をした。大木さんからいろんなこと

を学んだ。お茶を出されたときに口をすすぐが、その水をどこに捨てるか、配慮があった。後で

日本に来て、道端に唾をはかない、ごみを捨てないことを知り、つながっていることを知った。

この村が第 2 のふるさと、という彼女の言葉をいつも覚えている。(ションダニ前代表カシェム氏) 

 

●1987 年ラフマン氏から手紙をもらい、受け入れの準備をした。初めて村に来た大木さんの態度、

行動がすばらしかった。『村の発展は、あなた方にかかっていますよ』という言葉が強く心に残っ

ている。(ジャパニ小前校長アブ・ボカック氏) 

 

◎12 年前から松子さんはアルツハイマー病になった。最後の現地訪問の年、帰国後検査に行った

らアルツハイマー病の診断だった。それまで 1 人暮らしだった。その後娘と同居したが、もとも

と活動的な松子さんは、しばしば遠くまで歩いていった。(福岡から)長崎まで行ったり、高速道を

歩いたり・・・。6 年間娘家族と同居後、息子夫婦の家に移ったが、その後能古の島の老人ホー

ムで過ごした。最後は寝たきりとなり、食事が入らなくなり、最期と思って自宅に連れて帰り、

自宅で看取った。家族や会の仲間たちとお別れができた。 

 (松子さんの長男の嫁、大木ひろみさんより。今回の現地訪問に遺灰を持って参加) 

 

 

＜ジャパニ小学校のこと＞ 

“ジャパニ小学校”というのは「日本人が造った小学校」という意味です。正式な名前は、「カ

ラムディ村イーストパラ小学校」といいます。“イーストパラ”というのは東地区という意味です。 

  

1986 年ラフマン・モクレスール

青年は、九州大学への留学のために

来日しました。カラムディ村出身と

しては、初めての大学生、日本への

留学も初めてです。そのときのラフ

マン青年の不安な思いは・・・・と

いった話はおいといて。 

彼は中学生のときに独立戦争に

参加、その後も村の子供たちの教育

のために藁葺きの寺子屋風の教室

を造って勉強していたそうです。し

かし、その教室はモンスーンが来るたびに壊れてしまいます。嵐が来ても壊れないレンガ造りの

学校が欲しいというのがラフマン青年の希望でした。 

一方の大木松子さん。若い頃から社会的な意識に目覚め、日本がアジアの国々に対して行った

ことに対する罪滅ぼしをしたい、と考えていました。ご主人の急死などの出来事を乗り越え、勉

強して牧師になったばかり。そんな 2 人の出会いが、手をつなぐ会の出発点でした。 

 

建設中のジャパニ小学校 1988 年 4 月、大木さん撮影 
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2 人の出会いが、「バングラデシュに小学校をつくる会」の発足となりました。当時はこのよう

なボランティア活動は珍しく、注目を集めました。2 年間で 400 万円の募金が集まり、カラムデ

ィ村に「ジャパニ小学校」が完成しました。小学校をつくる会は、「バングラデシュと手をつなぐ

会」へと発展し、再発足。小学校の運営、ミシン教室、幼児学級なども行ってきました。 

 

しかし、いつの頃からか、

ジャパニ小学校との関係は

次第に疎遠になってきたの

です。ジャパニ小学校は、シ

ョンダニ学校と違い、普通の

公立校です。教育委員会の管

理下にあるので、完全にショ

ンダニションスタの管理下

におくことはできないので

す。現地訪問に行っても、ジ

ャパニ小学校を訪問しなか

ったり、訪問しても顔合わせだけ、という年もありました。ジャパニ小学校の教員たちの質の低

下や、教員数自体の少なさなど問題が多かったようです。 

 

しかし昨年は、200 人あまりの生徒に対して教員はわずか 2 人という状態(バングラの小学校は

5 学年)。たまりかねた運営委員(日本の PTA もしくは保護者会みたいなもの)が、ションダニに救

援を依頼し、4 人を派遣。ようやく 6 人の教員体制が整ったばかりだったのです。 

 

今年はいつもと違いました。最初に職員室に教員全員が集まり、それぞれに自己紹介。語りぶり

から、それぞれの熱意を感じることができました。続いて教室へ。ここでもこの 20 年あまりで初

めての体験をしました。生徒たちが、それぞれの作品を持ってきて見せてくれたのです。粘土細

工や絵、竹の葉で作った眼鏡などなど・・・粘土細工は、象や鳥、それに現代っ子らしく携帯電

話などもありました。教室で子どもたちと交流した後、ホールで子どもたちの歌や踊りの演芸発

表会。娯楽の少ないこの国では、歌や踊りや詩の朗読などはみんなの楽しみであり、客をもてな

す大事な手だてなのです。楽しみました！小学生が踊るセクシーなダンスや、恋の歌は教育上？

どうなのかと思いましたが、参加した大人も子どもも皆楽しんでいました。子どもたちの歌や踊

りを楽しんだ後は、再び職員室に戻って、教員や運営委員との食事です。半日以上をジャパニ小

学校で過ごし、気持ちよく学校を後にしました。 

何年ぶりだったでしょう。こんなに歓迎してくれ、こんなに心を通い合わせることができたのは。

工夫次第では教員を補充したり、カリキュラムを検討したり、地域住民や NGO の協力を得るこ

とは可能なのです。今回の現地訪問で、ようやくみ

んなでジャパニ小学校をよりよいものとしたいと

いう意欲を感じることができました。 

 

ふと、大木さんの笑顔が浮かんできました。6 月に

亡くなった大木さん。カラムディ村は「わたしの第

2 のふるさとよ」といつも言っていた大木さん。彼

女の思いが、今回のジャパニ小学校の動きを呼び寄

せてくれたのでしょうか。 

 

ジャパニ小学校の前で、現地の中学生たちと一緒に 
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バングラデシュから、多くの追悼の言葉が届いております。 

遠い空の下でも、大木さんを想っている人がいること、大木さんにも伝わっているでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追悼追悼追悼追悼のことばのことばのことばのことば    ～～～～バングラデシュよりバングラデシュよりバングラデシュよりバングラデシュより～～～～    

人は誰しも死を免れることはできません。しかし、死んでもその人が成し遂げたことに

より永遠に生きられる人もいます。大木松子さんはそういう人々の一人です。 

 

彼女は貧しくて非常に田舎であるカラムディ村に 

来て、教育・医療そして社会のために重要な役割を 

果たしました。 

ションダションスタを代表して私は彼女のご冥福 

を申し上げます。 

Fazlul Haque 

ションダニションスタ会長 

バングラデシュと手をつなぐ会の初代代表大木さんの死去はとても悲し

いことです。大切な友人であり、協力者であった大木さん。私たちが彼女の

ことを忘れることはありません。私たちはいつも彼女の存在を感じていま

す。彼女の魂が天国に行きますよう祈っています。また彼女の家族がこのよ

うな悲しみを乗り越えられることを祈っています。 

Abul Kashem 

ションダニションスタの前会長 
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1987 年に一人の偉大な女性がバングラデシュにやって来ました。僻地のカラムディ

村のために彼女は教育や医療の分野で大変目覚ましい発展を残しました。 

 

彼女ガいつも口にしたのは「カラムディ村は自分の第二の故郷である」ということ。

「バングラデシュと手をつなぐ会」の設立者である大木松子さんです。 

ションダニの関係者たちは彼女の死去を 

とても悲しんでいます。ションダニは一人 

の保護者を亡くしたような気がします。 

ションダニを代表して大木さんのご冥福を 

祈り、残された家族の皆さんがこの痛みを乗 

り越えられることを願っています。 

Abu Zafor 

ションダニションスタ事務局長 

2012 年 6 月 23 日に他界された大木さん 

の死はとても悲しい出来事です。1987 年に 

初めてにバングラデシュ訪問されて以来、 

彼女の名前は特にメヘルプール県テトゥルバ 

リア・ユニオンの人々に身近な存在として知 

られています。 

カラムディ村出身のラフマンがこの地域の社会経済状況について大木さんに訴え、彼女

はそれに応える形でこの村の特に教育と医療分野で多大な貢献をしました。大木さんの死

はメヘルプール県民にとって大きな損失です。彼女は二度と日本にも戻ってこない、地球

にも戻ってこない、バングラデシュにも戻ってこない。しかし彼女は農村の貧しい人々た

めに残した活動を通して、私たちの心のなかで永遠に生き続けます。 

彼女のご冥福を祈ります。またションダニ・ションスタとバングラデシュと手をつなぐ

会によって彼女の夢が実現されることを祈っています。 

Rezaul Haque 

テトゥルバリア・ユニオン議会前議長 
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大木さんとご縁のあった方々に、追悼文を寄稿いただきました。 

 

    

 

1986 年 8 月。福岡の YWCA 会館で平和を考える集い。アジアの人々は第二次世界大戦、と

りわけ広島・長崎の原爆のことをどう思っているかを聞こうという集会。4 人のパネラーの中で

外国人とはっきりわかるのは私だけ。ほかの 3 人は韓国人、中国人と台湾人。日本語はまだ不十

分。英語で原稿を書き、それを日本語に翻訳したものを会場で読んだだけ。スピーチ終了後、真

っ先に手を挙げて質問したのは一人のおばさん。そしてその質問は私に向かって。肌の違う人が

注目を浴びた。後で分かったのだが、質問の内容と答えは大外れ、全然関係ないことを話してい

たらしい。それが大木さん。「ラフマンさんの家に遊びに行っていい？」私達の交流が始まった。  

それから 26 年間…同年末には国際交流から国際協力へ発展。私が高校生の時に村人の協力で建

てた茅葺の小学校を再建したいという提案。そして翌年「バングラデシュに小学校を作る会」が

発足。その後の発展についてはいろいろ資料が残っている。 

 

ここで一つ面白いエピソードを紹介したい。1987 年 4 月。

ジャパニ小学校建設の状況を視察に初めて現地へ向かった。

ボグラ・ミッション・ホスピタールで働いていた宮崎医師と

面会にボグラへ行く途中、ラジュシャヒ（私の出身大学があ

る街）へ立ち寄る。ホテルは一つしか部屋が空いてなかった。

どうしようか…結局男女二人が同じ部屋に泊まることになっ

た。私はとても疲れていたのですぐに寝てしまったが、大木

さんはそうはいかなかったとのこと。後で聞いたのは、①ホ

テルのドアを閉めるのに苦労していた。ドアの一番上に鍵が 

あり、そこまで手が届かなかった。②外国で若い男性と同じ 

部屋で寝るのが落ち着かなかったらしい。当然だろう。そんな日々も懐かしい。 

 

その後、「ションダニ・ションスタ」の結成、「バングラデシュと手をつなぐ会」の発足。だん

だん大きくなっていく二つの組織。逆にだんだん年を取っていく会員たち。大木さんの中にも変

化が見えはじめた。一緒に現地に行けない。しかしそのことをだれが大木さんに伝えるか？それ

は「ラフマンさんでしょう？」と理事たちから声が上がった。最終的に嘘を言い、「夏ではなく、

冬に一緒に行こう」と無理やり納得してもらった。冬にもいけなかった。その嘘は嘘のままでつ

いに終わった。 

 

今振り返ってみると、大木さんは私にとってどうい

う人物だったか。「人を疑わない」、「人を愛する」心の

持ち主。しかしそれは大木さんが持っていたもので、私

の中にそのようなものは存在しないだろう。私があとど

れぐらい生きるかわからないが、残りの人生をできれば

大木さんが歩んだ道を少しでも歩んでいきたい。人を愛

する心を少しでも持ってこの人生を終わることができ

れば幸せだと思う。 

追悼追悼追悼追悼のことばのことばのことばのことば    

◆ 大木さんへの思い大木さんへの思い大木さんへの思い大木さんへの思い                                        副代表副代表副代表副代表    ラフマンラフマンラフマンラフマン    モクレスールモクレスールモクレスールモクレスール            

建設された小学校では、 

今も多くの子供が学んでいる。 

～～～～福岡福岡福岡福岡のののの仲間仲間仲間仲間からもからもからもからも～～～～    
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大木さんとの出会いは 1994 年 10 月、「福岡国際家族フォーラム」の会場でした。大木さんは

アメリカ、インドネシア、フィリピンの女性活動家と席を並べるパネリストのお一人でした。当

時は母子保健センター（現・ションダニ病院）建設中で医療活動を本格的に開始する直前でした

から、大木さんはカラムディ村の教育の現状に続き、今後は医療へも活動を広げることを話され、

協力をよび掛けられました。 

このフォーラムがきっかけで、私は 1995 年の夏、母子保健センター開院の手伝いに参加させ

ていただきました。また、1997 年夏は小 6 の息子も一緒に出掛け、教育班として大木さんとご一

緒に活動をさせていただきました。 

村の子どもたちは大木さんを見かけると「オキサン、オキサン」とか「ブンブンブン」「ブンブ

ンブン」と言って笑顔で近づいてきました。大木さんが小学校で歌った「♪ぶんぶんぶん、蜂が

飛ぶ～」は「ぶんぶんぶん」の繰り返しが子ども達には大好評でした。また、ゲームは「ハンカ

チ落とし」で大いに盛り上がりました。大木さんは子ども達を楽しませるコツをよく御存じでし

たが、いつもにこにこと一番楽しんでいたのが大木さんでした。ションダニ・スタッフとの会議

は日によっては早朝からや深夜まで、暑い中で日々繰り返しありましたが、どれ一つ欠かすこと

なく出席され、『みんなでしっかり話し合ってよい案を出しましょう！』と参加者を励まされ、場

を和ませる役を務めておられました。 

福岡での活動では、野口幸子さん、曽根和子さん、今給黎靖子さん、村里やよいさん、瀬良照

子さん、清水チカさん、友納つるこさ

んたちに支えられて、いつも楽しそう

に、様々な活動をしておられたのを思

い出します。もうあの笑顔にお会いで

きないのはとても残念ですが、次の世

でも多くの方を笑顔にしてあげている

ことでしょう。心からご冥福をお祈り

いたします。 

 

 

 

 

 大木松子さんが6月23日天国へ旅立たれました。 

大木さんとのお付き合いは昭和54年からで、当時、修猷館高校の通信制で学んでいた頃の同級

生です。勉学はもちろん、演劇部で全国大会にも度々出場し、とても活躍されておられたのです。 

 卒業後、牧師になるために上京、アルバイトの傍ら勉強して資格をとり、教会活動をしながら

ホスピス病院や南国立病院へボランティアに、また盲学生のために本や新聞の点字訳など多くの

ボランティア活動をしておられたのです。 

 ある日、「おすぎ、バングラデシュでは貧しくて学校にもいけず、木の葉に墨で字を書いて学

んでいる子供がいるんだって。」と話されました。ある会でバングラデシュからの留学生と知り

合い、彼の村には小学校が少なく、貧しい家庭の子供は通学できないという話を聞き、バングラ

デシュのカラムデイ村に小学校を作る活動を始められたのです。 

“戦時中は日本はアジアの人にとても迷惑をかけていたから、同じアジア人としてなにかでき

ることを・・・・”といつも云っておられ、人一倍平和への思いも強く、過去の戦争を二度と繰

り返さないようにと、平和活動にも力をそそいでおられたのでした。そんな考えに、私も子を持

◆ 大木さん大木さん大木さん大木さんのご冥福を祈ってのご冥福を祈ってのご冥福を祈ってのご冥福を祈って                                                            宇治宇治宇治宇治    松枝松枝松枝松枝            

◆ 大木大木大木大木松子さんとの想いで松子さんとの想いで松子さんとの想いで松子さんとの想いで                                                                    杉園杉園杉園杉園    順代順代順代順代            

バングラデシュでの一コマ 
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つ母親としても共感を持ち、信頼できる友人として大切に思い、お付き合いしながらバングラデ

シュと手をつなぐ会の会員となりました。度々、現地訪問へのお誘いもありましたが、子育て中

の兼業主婦の身ではとても不可能なので“退職後にはかならず”とお断りしておりました。 

 大木さんの生活はとても質素で贅沢なものは全く必要とされずに、自宅はいつも整然として、

簡素な生活をうかがい知る様子でした。人びとのためへの祈りと尽くすことで満たされた笑顔の

大木さんにお会いすると、私はホッとした安堵感を味わうとともに、わが身を振り返り反省させ

られることが多くありました。 

 常に自分のことよりも人のため、世のために尽くすことに人生の全てをかけて過ごされた素敵

な女性であり、私にとっては憧れの同窓生で人生の大先輩でした。大木さんと共にカラムデイ村

に行くことはできませんでしたが、大木さんが築いてこられたカラムデイ村の人々との関係が、

私たちがいつ訪れても、盛大に暖かく迎えて

くれることをとてもありがたく思います。 

私にとって大木松子さんとの巡り会いは、

なによりも得がたい素晴しいものであり、又、

バングラデシュへとつながっていったと感謝

しています。 

 大木松子さん！！あなたの平和への願いと、

恵まれなくて学べない子供たちへの思いは必

ず、引き継いでいきたいとおもいます。今後

も見守っていてください。 

 

 

 

 

大木さんとの出会いは小さな新聞記事でした。ボランティアグループ「一寸法師」（ちょっと奉

仕）をしてみませんか、と書いてあったと思います。30 数年前になります。 

会員が集って話し合いをするときは、常に柔らかい笑顔で誰の意見にも「そうね」「そうね」と

受容の態度でいらしたことを想い出します。決して批判したり、ダメ押しはされませんでした。

だからと云って会員の言いなりではありません。そのテクニックは素晴らしく、私は尊敬と真似

たいという気持ちになったのを覚えています。 

 その頃、キリスト教病院「栄光病院」が開院し、そちらにもボランティアに行くようになりま

した。そこでも、大木さんが入院患者さんとお話しされる姿から、いっぱい学びました。そして

私は看護師になりたいと思い、45 歳から 50 歳まで看護学校に通い、看護師になり、栄光病院に

入職しました。大木さんは大変喜んでくださいました。そして、カラムディ村にも同行させてい

ただいて、現地の方々が大木さんを崇拝しておられ

ることを、私の肌に感じて、大木さんの偉大さを再

認識しました。ご冥福を心からお祈り申し上げます。 

 私が看護婦になった頃、大木さんは修猷館の夜間

高校に行かれ、そこで出会われたのが、ご長男のお

嫁さん「ひろみ」さんです。私たちに「ひろみちゃ

んはいい娘よ」と自慢されていました。そのひろみ

さんに自宅で介護を受けて、表情は穏やかになり、

素晴らしい最後であられたことを多くの方にお知

らせしたい気持ちでいっぱいです。 

合掌 

◆ 大木さん大木さん大木さん大木さんとの出会いとの出会いとの出会いとの出会い                                                                            村里村里村里村里    ヤヨイヤヨイヤヨイヤヨイ        

大木さん（前列左から 2 人目） 1997 年撮影 

1988 年訪問報告会。サリー美女軍団！ 

大木さん（前列左から 3 人目） 
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    これからの行事予定    

日時 内容 場所 

10 月 13 日（土） 

13:30～ 

バザー提供品仕分け 

※ボランティア募集中 

にのさかクリニック 

10 月 20 日（土） 

13:30～ 

バザー前日準備 

※ボランティア募集中 

にのさかクリニック 

10 月 21 日（日） 

さわら地区チャリティーバザー 

※ボランティア募集中 

にのさかクリニック 

＆野芥周辺 

11 月 3 日（土） 

現地訪問 報告書印刷 

※ボランティア募集中 

にのさかクリニック 

11 月 11 日（日） 

地球市民どんたく 

※参加者、大募集！ 

アクロス福岡 

11 月 23 日（金） 

現地訪問 報告会 

※参加者、大募集！ 

未定 

 

◎恒例のチャリティーバザー間近!! 

 値付けや準備、当日の売り子などなど、ボランティア募集しています。 

 ご興味のある方は、事務所 or にのさかクリニックまでご連絡を。メールでのお問い合わせもお

待ちしております。 

 

◎現地訪問報告会 

 今年の現地訪問団は 14 名の大所帯。最近のバングラデシュやカラムディ村について、生の情

報をゲット！初めてのバングラデシュはもちろん、初めての海外旅行というツワモノも。実際

に話を聞けるチャンスです！ 

 

 

 

 

 

  西新事務所便り 

 今回のミロンは、通常と異なり、大木松子さんの追悼号としてお届けいたします。現在活動し

ているスタッフで、大木さんと会ったことがないメンバーも多くいます。かくいう私も初めての

渡バングラは2002年。ちょうど大木さんとすれ違いでした。お会いしたことも数回あるだけ。 

 今回のミロンを編集しながら、大木さんが踏み出した最初の一歩が、こんなにも長くそして拡

がりながら続いていることに改めて驚きを感じました。ひとりの日本人女性とバングラデシュ人

の男性の出会いが大きな波紋を作り続けている根底には、大木さんの平和への願いや愛があった

のだと思います。 

いろんな人の思いを巻き込みながら、手をつなぐ会は秋もイベント盛りだくさんです。バザー

にどんたく、皆様のご参加をお待ちしております。           （編集担当 岡田） 

 今回は、大木さん追悼の特別号につき、会計報告（募金、カンパ）・会員紹介を省略致しており

ます。 

前ミロン（130 号）掲載以降の報告につきましては、次回ミロン（132 号）にて掲載いたしま

す。ご了承くださいますよう、お願い申し上げます。 



 

 

 

発行責任者：ニノ坂保喜（バングラデシュと手をつなぐ会 代表） 

会報名：ミロン ※「ミロン」はひとつになる、手をつなぐという意味のベンガル語です。 


